
　田中校区コミュニティ協議会では、「子ども達が安全に水遊びできる場所を作
る」を目的に校区振興計画の一つ「ガラッパプロジェクト」に取り組むことにな
りました。昔は、川が子ども達の楽しい遊び場でした。しかし、河川の整備等に
伴い堤防にはブロックが積まれ、葦等も群生し川遊びの場が無くなり、また“川
は危険だ”という概念も生まれ、今では川遊びができなくなっています。
　プロジェクトでは、大口東校区と田中校区を結ぶ市山橋上流 100 ｍ、下流 100
ｍの河川敷地を、県の姶良伊佐地域振興局より「みんなの水辺サポート推進事
業」に認定いただき、校区民で整備を行い魚釣りのできる場所作りを行いました。
事業はまず河川敷の草刈りやゴミ拾いなどの整備にはじまり、４月 28 日の川開
きの日には、神事で安全を祈願しその後魚釣りや川遊びを行いました。釣り竿は、
河川敷の竹を利用、釣り道具の作り方から、えさの付け方を実演してみせ、それ
ぞれ子ども達自身に作らせました。魚釣りでは、参加者だけでなく
スタッフも夢中となり、始めは子ども達のサポートをしていたはず
の大人達も童心に返り、子ども達より魚釣りに興じていました。
　これまでに、ゴールデンウィークに２回、夏休みに２回の魚釣り
を行い最終日の８月 24 日は、川内川上流漁業協同組合のご協力によ
るウナギの放流も行いました。
　今後は、さらに安全に川遊びができるように、振興局の協力を得ながら河川整
備を進め、校区民が憩える場所の一つとして利用できるように、プロジェクトは、
アイディアを募りながら今後も進めていく予定です。　　　（校区役員Ｋさん談）
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問
い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署
　
☎
�
０
１
１
０

１
１
０
番  

だ
よ
り

「
そ
の
取
引
！
詐
欺
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
突
然
送
り
つ
け
ら
れ
て
く
る
会
社
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
株
券
・
社
債
券
・
発

展
途
上
国
通
貨
の
購
入
勧
誘
電
話
は
、

詐
欺
の
可
能
性
が
大
で
す
。

次
の
よ
う
な
手
口
に
は
要
注
意
!!

⑴
架
空
の
Ａ
会
社
や
発
展
途
上
国
の
Ｂ

　
国
通
貨
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
・

　
メ
ー
ル
便
等
で
送
っ
て
く
る
。

⑵
そ
の
後
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
か
れ

　
て
い
る
商
品
を
自
分
の
代
わ
り
に
買

　
っ
て
欲
し
い
。
も
し
買
っ
て
も
ら
え

　
た
ら
２
倍
の
金
額
で
引
き
取
る
。」　

　
等
の
電
話
が
掛
か
っ
て
き
て
被
害
者

　
に
購
入
を
検
討
さ
せ
る
。

⑶
被
害
者
に
は
最
初
に
教
え
た
連
絡
先

　
と
は
違
う
電
話
番
号
を
教
え
、
そ
の

　
番
号
に
電
話
を
掛
け
さ
せ
、
現
金
を

　
指
定
す
る
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
せ

　
た
り
、
宅
配
等
で
指
定
す
る
場
所
に

　
送
金
さ
せ
た
り
す
る
。 

相
手
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
ら
、

「
危
な
い
！
詐
欺
で
す
。」

○
金
を
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
送
れ

○
金
を
宅
急
便
で
送
れ

○
窓
口
に
は
絶
対
行
く
な

　
こ
ん
な
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
り
、
身
に
覚
え
の
な
い
書
類
が
届
い

た
際
に
は
、
相
手
に
せ
ず
に
、
す
ぐ
に

警
察
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信

　

　
　
　田

中
校
区
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

鹿児島県警察シンボルマスコット
「チェストくん」

まずは相談 !!
伊佐警察署
☎ 0995
22-0110
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

　
高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

の
手
口
が
よ
り
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
か
ら
子
や
孫
の

名
前
を
出
し
て
く
る

【
具
体
例
】

　「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

○
○
だ
け
ど
・
・
」

と
、
孫
が
泣
き
な
が
ら

電
話
を
か
け
て
き
た
。

「
ど
う
し
た
の
」
と
聞
く
と
、「
理
由
は

言
え
な
い
ん
だ
け
ど
、
今
す
ぐ
50
万
円

が
ど
う
し
て
も
必
要
な
ん
だ
」
と
言
っ

て
き
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
お
金
を
要
求
し
て
き
た
ら
、
あ
や
し

い
と
思
い
、
い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て

他
の
家
族
と
相
談
す
る
。

電
話
口
に
複
数
の
人
間
が
登
場
す
る

【
具
体
例
】

　
孫
を
名
乗
る
人
物
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
」
と
泣

き
は
じ
め
た
。
電
話
は
す
ぐ
さ
ま
警
察

そ
の
電
話

あ
や
し
く
な
い
で
す
か
？官

に
代
わ
り
、「
被
害
者
は
今
す
ぐ
お

金
を
払
え
ば
、
示
談
に
応
じ
る
」
と
話

し
て
き
た
。
次
に
被
害
者
が
登
場
し
て

示
談
金
を
要
求
し
て
き
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
状
況
に
お

と
し
い
れ
て
く
る
た
め
、
一
度
電
話
を

切
っ
て
家
族
に
相
談
す
る
。
交
通
事
故

な
ど
で
、
警
察
官
が
示
談
を
持
ち
か
け

る
こ
と
は
な
い
の
で
、
名
乗
っ
て
き
て

も
信
用
し
な
い
。

①
必
ず
相
手
を
確
か
め
る
（
お
か
し
い

　
な
と
感
じ
た
ら
相
手
の
氏
名
、
年
齢
、

　
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
確
認
し
ま

　
し
ょ
う
）

②
お
金
の
話
が
出
た
ら
警
戒
す
る

③
電
話
の
話
を
う
の
み
に
し
な
い

④
お
金
は
す
ぐ
に
振
り
こ
ま
な
い
・
渡

　
さ
な
い
・
送
ら
な
い

振
り
込
め
詐
欺
対
策
4
か
条

　
男
性
が
家
事
・
育
児
・
介

護
等
に
関
わ
る
時
間
は
、
妻

の
就
業
状
況
に
関
わ
ら
ず
30

分
程
度
に
と
ど
ま
り
、
男
性

の
育
児
休
業
取
得
率
も
依
然

と
し
て
１
・
89
％
（
平
成
24

年
）
と
低
水
準
で
す
。

　
日
本
で
は
、
子
ど
も
が
い

る
夫
婦
の
夫
の
家
事
・
育
児

時
間
が
長
い
ほ
ど
、
第
２
子

以
降
の
出

生
割
合
が

高
く
な
る

傾
向
に
あ

り
ま
す
。

今
月
の
女
性
サ
ロ
ン
室

開
催
日
　
10
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　
10
月
16
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所

　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子

宅女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

「
子
育
て
期
に
あ
る

男
性
の
家
事
・
育
児
時
間
」

共働き世帯

共働き世帯のうち、
妻の週間就業時間が
35時間以上の世帯

夫が有業で
妻が無業の世帯

夫

夫

夫

妻

妻

妻

睡眠・食事等 家事・育児・介護等
仕事・通勤等 自由時間（３次活動時間）

0 300 600 900 1200 1500
0 300 600 900 1200 1500

0 300 600 900 1200 1500
0 300 600 900 1200 1500

0 300 600 900 1200 1500
0 300 600 900 1200 1500
0 300 600 900 1200 1500
0 300 600 900 1200 1500
0 300 600 900 1200 1500
0 300 600 900 1200 1500

10時間 10分 ８時間08分 ５時間13分
30分

９時間55分 ６時間36分 ４時間03分３時間25分

10時間 01分 ４時間57分 ４時間47分４時間15分

10時間 16分 ７時間49分 ５時間16分
39分

10時間 06分 ８時間19分 ５時間01分
33分

10時間 20分
４分
６時間52分 ６時間43分

ちょっと待った !!

夫婦の生活時間
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問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　
に
骨
粗
し
ょ
う
症
や
転
倒
・
骨
折
を
予
防
し

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

《
日
光
浴
編
》

　
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
適
度
な

日
光
浴
（
紫
外
線
）
に
よ
り
、

皮
下
脂
肪
で
合
成
さ
れ
ま
す
。

戸
外
で
日
光
を
浴
び
な
が
ら

行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
効
果

的
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
過

度
の
日
焼
け
は
し
み
や
し
わ
、
皮
膚

が
ん
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
タ
バ
コ
・
ア
ル
コ
ー
ル
編
》

　
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
腸
管
か
ら
吸
収
さ
れ
ま
す
。
過
度
の
ア
ル

コ
ー
ル
や
ニ
コ
チ
ン
は
腸
の
働
き
を
妨
げ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
悪
く
し
た
り
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
へ
の
影
響
を
与
え
た
り
し

ま
す
。
適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

健康ですか？あなたの骨

Ｂ

　
10
月
20
日
は
世
界
骨
粗
し
ょ

う
症
デ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
は
骨
の
量
（
骨

密
度
）
が
減
り
、
全
身
の
骨
が

も
ろ
く
な
っ
て
、
骨
折
し
や
す

く
な
る
病
気
で
す
。
骨
を
丈
夫

に
す
る
食
生
活
や
運
動
な
ど
の

生
活
習
慣
で
、
骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◎
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
原
因

加
齢
に
よ
る
消
化
・
吸
収
力
の

低
下

　
加
齢
と
と
も
に
、
胃
や
腸
な

ど
の
消
化
器
官
が
弱
く
な
る
た

め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
も
悪
く

な
り
ま
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
（
更
年

期
）

　
閉
経
を
迎
え
る
女
性
は
、
骨

の
生
成
に
影
響
を
与
え
る
女
性

ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）

の
分
泌
が
減
少
し
、
骨
量
は
急

激
に
減
り
ま
す
。

偏
食
・
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

　
小
魚
や
野
菜
・
海
草
な
ど
の

摂
取
量
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、

カ
ル
シ
ウ
ム
量
が
不
足
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
原
因
は
あ

り
ま
す
が
、
毎
日
の
生
活
の
あ

り
方
で
骨
の
量
の
減
り
方
を
ゆ

る
や
か
に
し
、
予
防
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

「
食
事
」「
運
動
」「
日
光
浴
」

な
ど
が
大
切
で
す
。

◎
骨
を
丈
夫
に
す
る
た
め
に
は

《
食
事
編
》

○
食
事
で
カ
ル
シ

　
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ

　
ン
を
摂
る

○
１
日
３
食
、
規
則
正
し
い
食

　
事
を
と
る

○
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
食
事

　
を
心
が
け
る

○
加
工
食
品
を
摂
り
過
ぎ
な
い

　（
リ
ン
・
塩
分
が
多
く
含
ま

　
れ
て
い
ま
す
。）

《
運
動
編
》

　
適
度
な
運
動
に
よ
っ
て
、
骨

に
体
重
や
刺
激
を
加
え
る
と
、

骨
は
丈
夫
に
な
り
ま
す
。
体
力

や
運
動
神
経
も
高
め
、
結
果
的 Ca

　骨粗しょう症は、長い時
間をかけて進行します。
　次のような症状がみられ
たら医師に相談しましょう。
○前かがみの姿勢がつらい
○些細なことで骨折した
○背中が痛む
○背が縮んだ
　など

　　　見逃さないで！
骨粗しょう症のサイン！
　　　見逃さないで！

骨粗しょう症のサイン！
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 18

　

　

レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

豚の油味噌

〈作り方〉　
①三枚肉はきれいに洗い、ぶつ切りに
　する。
②厚手の鍋で①を焼き、油を捨てる。
③みじん切りしたにんにくを②に加え、
　Ａを入れ、味を調整しながらさらに
　しばらく練る。

「ご飯の友、焼酎の友」生
Vol.36

〈材　料〉４人分
三枚肉　　　　300g
油　　　　　　適量
にんにく　　　２片
　　味噌　　　400g
　　砂糖　　　200g
　　酒　　　　1/2 カップ

油
味
噌

Ａ

▲登米市内の仮設住宅

▲急ピッチで進む高台移転の造成現場

　
先
月
の
地
元
新
聞
に
次
の
よ

う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
宮
城
県
登
米
市
が
、
南
三
陸

町
か
ら
の
避
難
者
向
け
災
害
公

営
住
宅
建
設
を
表
明
」。

　
南
三
陸
町
に
隣
接
す
る
登
米

市
に
は
、
町
か
ら
避
難
し
た
人

が
住
む
仮
設
住
宅
が
約
４
０
０

世
帯
（
約
１
、０
０
０
人
）
分
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
南
三
陸
町

の
仮
設
住
宅
全
体
の
２
割
程
度

で
あ
り
、
決
し
て
少
な
い
数
字

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
仮
設

住
宅
の
住
民
を
対
象
に
、
同
じ

新
聞
社
が
退
去
後
の
居
住
先
を

聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
南
三
陸
町
へ
の
帰
還

希
望
が
半
数
を
割
る
結
果
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。「
町
の
住
宅

整
備
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る

し
、
避
難
生
活
と
は
い
え
２
年

半
も
住
め
ば
利
便
性
の
高
い
登

米
市
に
愛
着
も
湧
い
て
く
る
」

と
は
、
あ
る
避
難
住
民
の
言
葉

で
す
。

　
冒
頭
の
記
事
に
あ
る
登
米
市

の
対
応
は
、
そ
の
よ
う
な
声
に

応
え
た
一
つ
の
例
で
す
が
、
一

方
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
沿
岸

部
か
ら
の
人
口
流
出
が
加
速
し

か
ね
ず
、
被
災
沿
岸
部
自
治
体

共
通
の
非
常
に
悩
ま
し
い
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。（

新
納
誠
朗
）



日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

児  童 一  般
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間
火 ～ 土：９時～ 18 時
日・祝日：９時～ 17 時

　ここは、せんねん町の、
まんねん小学校。日曜日
の図工室は、貯金箱作り
でもりあがっています。
そこに、移動動物園から
小さなライオンが逃げ込
んできて…。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

　東京都墨田区Ｙ町。
つまみ簪職人・源二郎
の弟子、徹平の様子が
おかしい。どうやら昔
の不良仲間にゆすられ
たらしい。それを知っ
た源二郎は、幼なじみ
の国政とともにひと肌
脱ぐことにするが…。

図工室の日曜日　村上しいこ（作）、田中六大（絵）

（出版：講談社） （出版：集英社）

政と源　三浦しをん

【　児　童　】
クサヨミ 藤田雅矢
空を飛んだ男の子のはなし サリー・ガードナー
だっこだっこ つちだよしはる
ぐるんぐるんつむじかぜ アーノルド・ローベル

【　一　般　】
砂漠ダンス 山下澄人
北の街物語 内田康夫
すなまわり 鶴川健吉
菩提樹荘の殺人 有栖川有栖

【イベント情報】
古本市
日　時　10 月 25 日（金）～ 11 月９日（土）
場　所　大口ふれあいセンター２階展示ギャラリー
秋のとしょかんまつり
日　時　10 月 26 日（土）10:00 ～ 11:00
場　所　菱刈図書館
内　容　図書館ボランティア「おはなしミッケ！」と一緒
　　　　に小学生も読み手になってのおはなし会
ふれあいメルヘンひろば
日　時　10 月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

○

【図書館へ献本】
田代伊津子さん　（大道）
永山保雄さん　　（尾之上）

秋の読書週間
（10月27日～11月９日）

【10 月の図書館カレンダー】

○

おはなしボランティア

子どもとお話の世界

を楽しみたい人なら

どなたでも

募集中！




